
労働安全衛生規則第１３条第１項第３号に掲げ
る業務に従事する労働者数

「健診年月日」現在において、労働安全衛生規
則第１３条第１項第３号に掲げる業務に常時従
事する労働者数を次の区分によって記入します。
なお、２以上の業務（イ～カ）に従事する者の
人数は、主として従事する業務の欄に計上しま
す。

イ：多量の高熱物体を取り扱う業務及び著し
く暑熱な場所における業務

ロ：多量の低温物体を取り扱う業務及び著し
く寒冷な場所における業務

ハ：ラジウム放射線、エツクス線その他の有
害放射線にさらされる業務

ニ：土石、獣毛等のじんあい又は粉末を著し
く飛散する場所における業務

ホ：異常気圧下における業務
ヘ：さく岩機、鋲（びょう）打機等の使用に
よって、身体に著しい振動を与える業務

ト：重量物の取扱い等重激な業務
チ：ボイラー製造等強烈な騒音を発する場所
における業務

リ：坑内における業務
ヌ：深夜業を含む業務
ル：水銀、砒(ひ)素、黄りん、弗(ふつ)化水
素酸、塩酸、硝酸、硫酸、青酸、か性ア
ルカリ、石炭酸その他これらに準ずる有
害物を取り扱う業務

ヲ：鉛、水銀、クロム、砒(ひ)素、黄りん、
弗(ふつ)化水素、塩素、塩酸、硝酸、亜
硫酸、硫酸、一酸化炭素、二硫化炭素、
青酸、ベンゼン、アニリンその他これら
に準ずる有害物のガス、蒸気又は粉じん
を発散する場所における業務

ワ：病原体によって汚染のおそれが著しい業務
カ：その他厚生労働大臣が定める業務

対象年

・健診を実施した年
・令和は「９」と記入

喀痰検査

・胸部エックス線検査
で①病変の発見されな
い者②結核発病のおそ
れがないと診断された
者について医師が必要
でないと認める時は省
略することが可能

所見のあった者の人数

・上記健康診断項目に
ついて、いづれかが有
所見であった者の人数
を記入。ただし、一人
がいくつかの検査で有
所見である場合でも、
この欄は「１」と記入

健診年月日

・一定期間まとめて報
告する場合は、報告日
に最も近い健診日を記
入

在籍労働者数

・健診年月日における
人員数
在籍労働者数とは、常
時使用する労働者数の
こと

有所見者数

・医師が有所見と判断
した人数を記入
・有所見とは、当協会
の健診では、要再検
査・生活改善、要精密
検査、要治療、治療中
とされた人の合計数

医師の指示人数

・健診の結果、医師よ
り要精密検査、要治療、
治療中の指示があった
者の人数を記入

（別紙）定期健康診断結果報告書の書き方

事業の種類

・日本標準産業分類の
中分類を記入
（日本標準産業分類に
ついては、総務省ホー
ムページ参照）
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